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令和元年９月12日会議概要

第１ 日時

令和元年９月12日（木）午前９時から午後０時15分までの間

第２ 出席委員

石川委員長、渡部委員、平林委員、長谷委員、森委員

第３ 全体会議

[警察幹部出席者]

警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、警

備部長、京都市警察部長、情報通信部長

午前10時から午前10時55分までの間

１ 委員報告

(1) 丹波ブロック警察署長会議（９月６日）

「災害発生、山岳遭難等における自治体との連携について」というテーマ（森委員）

で開催されました。丹波ブロックの４署が、周辺団体、消防、行政との取組をしっかり

と進めていることが分かりました。私からは「危機管理には想定外はありえないので、

常に最悪の事態を考え、どのような状況でも、署長がリーダーシップを発揮して指揮を

していただくことが大切です 」とお話して参りました。。

(2) 近畿管区内公安委員会連絡会議（９月９日）

討議テーマは、公安委員会の管理機能の充実・強化についてであり、（石川委員長）

副題は「非違事案の防止対策」でした。警察職員に公安委員の活動を見せることが大事

だという意見等が出ておりました。

大津事件について」というテーマで部外講演があり、国家の一大事に（渡部委員 「）

おける警察の対応の在り方を多方面から学ばせていただきました。

非違事案防止対策について、私からは「公安委員会の活動を警察職員に（平林委員）

見せ、知らせ、公安委員がこのように考えているということを知ってもらうことが大切

である 」と報告して参りました。。

非違事案防止対策について 「公安委員は、皆さんの仕事を見ているん（長谷委員） 、

ですよという姿勢をきちんと示すことが非常に大切である 」という意見が出ていまし。

た。

「 、（ ）森委員 私からは 公安委員の力だけで非違事案を減らしていくことは困難であり

。」実際に公安委員としてどのような対応ができるかを考えていく必要があると思います

と申し上げてきました。

(3) 西ブロック警察署長会議（９月10日）

「山岳遭難について」というテーマで開催されました。私からは 「京都（長谷委員） 、

の山は登りやすいことから、遭難事故が増えてくることも予想されるので、行政、地元

の山岳会、自治会と連携して対策を考えていく必要があります 」とお話して参りまし。

た。

２ 報告事項

(1) 民間派遣研修の実施について

警務部長から、高度化、複雑化するサイバー空間の脅威に的確に対処するため、サイ

バー特別捜査官研修生を民間企業に派遣し、情報セキュリティ、情報ネットワークに関

する専門的知識や最新の事例への対処要領を習得・経験させ、対処能力を向上させるこ
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とについて報告があった。

(2) 可般式速度違反自動取締装置の運用開始について

交通部長から、取締りスペースの確保が困難な生活道路や警察官の配置が困難な深夜

帯の幹線道路などで速度取締りが行える可般式速度違反自動取締装置を導入し、令和元

年９月末から運用することについて報告があった。

３ 警察本部長報告

警察本部長から、

○ 民間派遣研修に関連して、サイバー捜査員の育成方法は、警察官を育てる方法と民間

企業等の経験者を採用して育成する方法があるが、当府警では警察官を育てる方法をと

ってきている。

○ 可般式速度違反自動取締装置は、交通事故防止に向け効果的な活用をしていく。

旨の報告があった。

午前９時から午前９時50分までの間第４ 個別会議等

午前11時05分から午後０時15分までの間

１ 審議事項

(1) 公安委員会宛て苦情等申出について（通知１件）

公安委員会補佐室室長補佐から、公安委員会宛ての苦情等申出に関して、通知案１件

について説明があり、審議の上、通知内容を決定した。

(2) 電線共同溝整備道路の指定に関する回答について

交通規制課長から、三条通（三条大橋西詰～河原町通）において、電線共同溝、地上

機器を設置するための歩道拡幅に伴って、河原町三条交差点及び木屋町三条交差点の道

路改良を行い、歩きやすい道路環境を整備することについて令和元年９月５日に報告、

審議していたところ、本日了承した。

(3) 運転免許関係行政処分について

交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見

聴取の結果について説明があり、審議の上、36件の行政処分を決定した。

２ 報告事項

(1) 初任科第 250期（短期課程）卒業式の実施について

警察学校副校長から、令和元年９月27日、警察学校で実施する初任科第250期生の卒

業式の概要等について報告があった。

(2) 茨城県警察に対する京都府警察職員の特別派遣について

警備第二課担当補佐から、警察法第60条１項により、茨城県公安委員会から京都府公

安委員会になされた援助の要求に対する京都府警察職員の派遣について報告があった。

(3) 当面の行事予定等について

公安委員会補佐室室長補佐から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等につ

いて報告があった。


